
2021年 10 月 10 日（41週目) 主日礼拝               「絶対弟子とサミットの祝福」（ローマ 16:21-27）  
書簡書の手紙はキリストをどのように信じられるのか、また、どのように適応するかを記した内容である。福音はキリストで全て完了したことである。ローマ人への手紙は、福音を

信じなさいという絶対信仰の内容である。しかし、サタンが信じられないようにする。私達が信じられ、福音が伝えられる時に問題は終わるようになる。 

1.絶対信仰 2.祈りと聖霊 3.絶対弟子とサミット 

▲どのようにしたら私だけではなく、全世界の人が福音を信じられるようになるのか。 

1)福音を完全に信じる―ローマ 1:16-17(義人は信仰によって生きる) 

(1)福音を信じる時に、救われて義人となる。 

(2)人間は滅びを受けるしかないから宗教を作ってきた。 

(3)義人はいない―全ての人が罪人(ローマ 3：10、3：23) 

2)キリストにより私達は救われる―ローマ 3:24 

(1)神様が私達に対する代価を払って下さった。 

3)神様が私達を義人とされた―神様の愛がある(ローマ 5:8)。 

 (1)救いの素晴らしさを分かるほどに感謝が生まれるようになる。 

4)キリストと一つとなり結合した(ローマ 6:5)。 

 (1)キリストが死んだときに私も死に、キリストが復活した時に、私も復活をした。 

 (2)キリストと一つになったので、滅びることはない。 

 (3)私はキリストと共に御座に座る、御座の祝福を受けた。 

5)キリストの内にいる人は決して裁かれることはない(ローマ 8:1-2)。 

(1)サタンの奴隷から解放された。 

(2)私達を罪と死の原理から解放された。 

6)御霊が臨まれて、神様の子どもとなった(ローマ 8:15)。 

(1)キリストを信じる人から悪霊が離れて、神様の霊が入るようになった。 

(2)キリストを信じることだけで解放されるようになった。 

 (3)私はキリストとの共同相続者となりすべてのものを得た(ローマ 8：17)。 

 －私達は、身分と権威をもらった。 

7)ただ信じる信仰によって神様の子どもとされた(ローマ 10:9-10)。 

 (1)信仰は聞くことから始まり、聞くことは神さまからの御言葉である。 

―信仰によって義人となった。 

8)福音は永遠の前から隠されたものである(ローマ 16:25－26)。 

(1)長い間隠された福音が、今や現わされるようになった。 

(2)救いを受けるようになったことが驚くべき恵みである。 

 

▲福音を信じた人々は、福音を味わいなさ

いと言われる。祈りで味わうように。 

1)霊的な礼拝(ローマ 12:1) 

(1)私達は霊的な礼拝、祈りをする。 

(2)救いを感謝するように。 

2)絶えず祈りに励む(ローマ 12:12)。 

(1)残りの者の祈り－福音を味わう祈り 

・キリストと一つになった事を感謝する 

(2)巡礼者の祈り―聖霊充満を祈る。 

・聖霊の力によって祈る(ローマ 15:13)。 

・聖霊の助けを受けるように。 

・5つの力を受けるように。 

(3)征服者の祈り―伝道,宣教の為の祈り 

 ・暗闇を縛る祈りをするように。 

  

▲私達が絶対弟子、絶対サミットになる。ロ

ーマの福音書の 16章には、37名の弟子の名

前が出てくる。 

1)ケンクレヤの執事フィベ(ローマ 16:1-2) 

(1)フィベが使徒たちの手紙を伝達する 

役割を果たしていた。 

(2)献身的な女性であった。 

(3)フィベは、パウロを助ける役割をした。 

―パウロの保護者とまで言われている。 

2)プリスキラとアクラ(ローマ 16:3-4) 

(1)パウロを通して産業が祝福されて 

夫婦が、伝道者となった。 

(2)ローマの中で教会を建て、献身をした。 

 ・福音の為に献身をする人が絶対弟子。 

 (3)女性の中で絶対弟子が多くいる。 

3)アリストブロ,ナルキソ(ローマ 16:10-11) 

(1)力のある人も献身をする者になるべき 

(2)アリストブロは、ヘロデ王の孫である。 

(3)ナルキソは、もともと奴隷であったが、 

ローマ皇帝の側近になった。 

 (4)福音のために献身する人が必要。 

 (5)権力者が生かされて神の国が広がる。 

(6)私達が、サミットに伝道するか、 

自分がサミットになって伝道するか。 

4)キリスト教国家になる為には、 

①伝道弟子がたてられ、 

②権力者が生かされてこそ、国家がキリス 

ト教国家となる。 

5) ガイオは、自分の家を教会にして、人た 

ちが集まるようにした(ロー16:23)。 

 （1）家を教会にして、聖徒たちの為に 

献身をした。 

 （2）権力を得れば伝道も出来る。 

 

▲結論－ローマ 16:20 

(1)キリストがサタンを踏み砕いた。 

(2)目的はサタンの国を踏み砕くこと。 

 



現場地教会（2021 年 10 月 10 日～2021 年 10 月 16 日） 
【賛美】 「イエスわが王よ」 

１）イエスわが王を賛美で迎えん 栄光の主の御座を もうけたまえ主よ  

私は神のもの ゆえに神にささげん  御心のままにおさめよ 主イエスよ 

２）イエスわが王よ ここに来られ われが主にささぐ 賛美受けたまえ 

われは主のしもべ 主はわれらのきみ 主なるイエス来られ 賛美を受けたまえ 

 

【使徒信条】 

 我は天地の造り主、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、イエス・キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、よみにくだり、三日目に死人のうちよりよみがえり、天にのぼり、全能の父

なる神の右に座したまえり、かしこより来たりて、生ける者と死にたる者とを審きたまわん。我は聖

霊を信ず、聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪のゆるし、からだのよみがえり、とこしえの命を信

ず。アーメン 

 

【メッセージ】         「絶対弟子とサミットの祝福」（ローマ 16:21-27）    

  

【讃美】                 389 みよや、十字架の 

                      

【祈り】  

①教会の祈りの課題 

1,全聖徒が御座の祝福を味わう霊的見張り人となり、福音と祈りでミッションを掴み、日本と 237

に働く暗闇と霊的戦いができますように。 

2.全聖徒が霊的医者となり、霊的な病で死んでいく日本と 237を、御言葉と祈りで癒すことができ

ますように。 

3.全聖徒がキリストの霊的サミット大使となり、日本と 237 のサミットを原色福音で生かして育て、

キリストの福音を伝えることによって、日本をキリスト教国家にできますように。 

※御国イザヤ牧師に聖霊充満と 5 つの力が与えられるように。 

②現場地教会の聖徒の中で欠席された方、問題、病にある方、新しい家族のために。 

③現場地教会参加者の祈りの課題（集まった聖徒の祈り課題を付箋に記入）のため。 

 

【フォーラム・祈り】 

 

【主の祈り】 

 天にましますわれらの父よ。ねがわくは、御名をあがめさせたまえ。御国をきた

らせたまえ。みこころの天になるごとく、地にもなさせたまえ。我らの日用の糧を、

今日も与えたまえ。我らに罪をおかす者を、我らがゆるすごとく、我らの罪をもゆ

るしたまえ。我らをこころみにあわせず、悪より救いだしたまえ。国とちからと栄 

えとは限りなくなんじのものなればなり。 アーメン 

 

 

 

 

福音宣教教会 

祈り題 

 

 

1. 福音宣教教会(ローマ 16:20、25－27) 

2. 主任牧師(使徒 6:4、アモ 3:7、創世記 18:17) 

3. レムナント(イザヤ 6:13) 

4. 癒し(使徒 19:8－20) 

5. 日本神学校、東日本神学校(Ⅱ列 6:8－23) 

6. 200 都市(創世記 41:36－38) 

7. 1000 大学(使徒 19:9－10) 

8. 日本総会教会(使徒 6:4、コロ 4:2－3) 

9. 日本 8000 教会(使徒 17:1－3) 

10. 本部、柳牧師(138、14、24、、25、00、237) 

11. 日本をキリスト教国家とする(使徒 18:9－10) 

12. 237 宣教、太平洋・インド洋宣教(マタ 24:14、使徒 1:8) 

 
 
 
 
 
契約の祈り 
(主日礼拝) 

1. サタンの奴隷だった私に、愛を持って福音を信じる絶対信仰を与え

られ、キリストと結合してすべての問題が解決された御座の祝福をく

ださったことを感謝します。 

2. 福音を味わう残りの者の祈り、24 時聖霊様の力を求める巡礼者の

祈り、サタンの国を神の国に変える征服者の祈りに留まるとき、時空

間を超える聖霊充満をくださることを信じます。 

3. 日本福音化という絶対目標のために神様の子供である私が必ず用

いられることを祈りで確信して、絶対弟子・絶対サミット・絶対 Rt

の祝福を受けますように。 

 

 

お知らせ 

 

 

1.東北地域教会設立感謝礼拝 11/3(水･祝) 

 会場:盛岡教会 

2.日本青年修練会 11/3(水･祝)10:00-18:30 

3．産業人大会 10 月 22 日～23 日 

4．来週聖餐式となります。 

 

福音宣教教会 

主管牧師：御国イザヤ 

名古屋市中区栄 5丁目 23－8／tel:052-238-6003 

主日(日曜)1部礼拝 7:00 ／ 2部礼拝 10:00 ／ 3部礼拝 12:00 

  


